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３

前
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
原
子
力
発
電
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

運
転
期
間
を
延
長
し
よ
う
と
す
る
発
電
用
原
子
炉
を
設
置
す
る
営
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

延
長
し
よ
う
と
す
る
運
転
期
間
（
二
十
年
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
申
請
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
（
次

項
に
お
い
て
「
申
請
発
電
用
原
子
炉
」
と
い
う
。）の
運
転
を
停
止
し
た
期
間
（
同
項
第
五
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に

掲
げ
る
期
間
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）及
び
そ
の
理
由
を
含
む
。）

四

そ
の
他
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項

４

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
二
項
の
認
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に

も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
同
項
の
認
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

申
請
発
電
用
原
子
炉
が
平
和
の
目
的
以
外
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

二

そ
の
原
子
力
発
電
事
業
者
が
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
の
許
可
の
取
消
し
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
、
申
請
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
運
転
の
停
止
の
命
令
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
並
び
に
申
請
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
炉
等
規
制
法
第
四

十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
一
項
及
び
第
三
項
の
認
可
の
申
請
並
び
に
同
条
第
四
項
の
認
可
の
申
請
（
同
条
第
九

項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
対
し
不
認
可
の
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

三

延
長
し
よ
う
と
す
る
運
転
期
間
に
お
い
て
申
請
発
電
用
原
子
炉
を
運
転
す
る
こ
と
が
、
我
が
国
に
お
い
て
、

脱
炭
素
社
会
（
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
の
二
に
規

定
す
る
脱
炭
素
社
会
を
い
う
。）の
実
現
に
向
け
た
発
電
事
業
に
お
け
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
事
業
者
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
環
境
適
合
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
い

う
。）の
利
用
の
促
進
を
図
り
つ
つ
、
電
気
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

四

そ
の
原
子
力
発
電
事
業
者
が
、
申
請
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
事
業
に
関
す
る
法
令
の
規
定
を
遵
守
し
て

当
該
発
電
事
業
に
係
る
業
務
を
実
施
す
る
た
め
の
態
勢
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
当
該
発
電
事
業
を
遂
行

す
る
態
勢
の
見
直
し
及
び
改
善
に
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

五

延
長
し
よ
う
と
す
る
運
転
期
間
が
二
十
年
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
二
十
年
を
超
え
る
期
間
が
次

に
掲
げ
る
期
間
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
以
降
の
期
間
に
限
る
。）を
合
算
し
た
期
間
以
下
で
あ
る
こ
と
。

イ

申
請
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
発
電
事
業
に
関
す
る
法
令
若
し
く
は
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十

八
号
）
第
二
条
第
八
号
ロ
の
審
査
基
準
若
し
く
は
同
号
ハ
の
処
分
基
準
の
制
定
若
し
く
は
改
正
又
は
当
該
法

令
の
解
釈
若
し
く
は
運
用
の
基
準
の
変
更
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
の
原
子
力
発
電
事
業
者
が
申
請
発
電
用
原

子
炉
の
運
転
を
停
止
し
た
期
間
と
認
め
ら
れ
る
期
間

ロ

前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
、
原
子
炉
等
規

制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
、
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
三
若
し
く
は
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
処
分
又
は
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律

第
百
十
二
号
）
第
百
六
条
（
同
法
第
百
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
処
分

（
こ
れ
ら
の
処
分
を
し
た
行
政
官
庁
若
し
く
は
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
よ
つ
て
取
り
消
さ
れ
た
も
の
、

こ
れ
ら
の
処
分
の
取
消
し
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
処
分
の
無
効
若
し
く
は
不
存
在
の
確
認
の
判
決
が
確
定
し
た

も
の
又
は
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
よ
つ
て
こ
れ
ら
の
処
分
の
内
容
が
変
更
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）に
よ

る
義
務
を
履
行
す
る
た
め
申
請
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
停
止
し
た
原
子
力
発
電
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
停
止
し
た
期
間
の
う
ち
、
当
該
処
分
に
よ
る
義
務
を
履
行
す
る
た
め
申
請
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
停
止

す
る
必
要
が
な
か
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
期
間

ハ

行
政
指
導
に
従
つ
て
申
請
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
停
止
し
た
原
子
力
発
電
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該

行
政
指
導
に
従
つ
て
申
請
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
停
止
し
た
期
間
と
認
め
ら
れ
る
期
間

ニ

仮
処
分
命
令
（
債
権
者
が
そ
の
申
立
て
を
取
り
下
げ
た
も
の
又
は
民
事
保
全
法
（
平
成
元
年
法
律
第
九
十

一
号
）
の
規
定
に
よ
る
保
全
異
議
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
若
し
く
は
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
全
抗
告
に

つ
い
て
の
決
定
（
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
「
保
全
異
議
の
申
立
て
等
に
つ
い
て
の
決
定
」
と
い
う
。）若
し
く

は
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
全
取
消
し
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
決
定
に
よ
つ
て
取
り
消
さ
れ
た
も
の
若
し
く
は

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
八
項
中
「
第
四
項
又
は
」
を
「
第
五
項
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
、
第
二
十
五
条
第

一
項
及
び
」
を
「
及
び
第
五
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
並
び
に
」
に
、「
及
び
第
二
項
」
を「
、
第
二
項
及
び
第
五
項
」

に
、「「
料
金
を
徴
収
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
を
徴
収
さ
れ
る
」
を
「
同
条
第
五
項
中
「
会
社
等
又
は
有

料
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
」
に
、「
第
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
十
一
条
第
五
項
」

に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
電
気
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
五
年
六
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
四
十
四
号

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
電
気
供
給
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律

（
電
気
事
業
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
七
条
の
二
十
九
」
を
「
第
二
十
七
条
の
二
十
九
の
六
」
に
、「
第
二
十
八
条
の
四
十
八
」
を
「
第

二
十
八
条
の
五
十
」
に
、「
第
二
十
八
条
の
四
十
九

第
二
十
八
条
の
五
十
六
」
を
「
第
二
十
八
条
の
五
十
一

第
二

十
八
条
の
五
十
八
」
に
、「
第
二
十
八
条
の
五
十
七
」
を
「
第
二
十
八
条
の
五
十
九
」
に
、「
第
二
十
八
条
の
五
十
八
」

を
「
第
二
十
八
条
の
六
十
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
十
九
中
「
第
二
項
」
の
下
に
「
の
規
定
は
第
二
十
七
条
の
二
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
認

可
原
子
力
発
電
事
業
者
以
外
の
発
電
事
業
者
に
」
を
加
え
、「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、「
は
、
発
電
事
業
者
に
」
を

「
は
発
電
事
業
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
第
二
章
第
五
節
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
原
子
力
発
電
工
作
物
で
あ
る
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
期
間
）

第
二
十
七
条
の
二
十
九
の
二

原
子
力
発
電
事
業
者
（
原
子
力
を
原
動
力
と
す
る
発
電
用
の
電
気
工
作
物（
以
下「
原

子
力
発
電
工
作
物
」
と
い
う
。）を
そ
の
発
電
事
業
の
用
に
供
す
る
発
電
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
、
そ
の

発
電
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
、
発
電
用
原
子
炉
（
原
子
力
発
電
事
業
者
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
原
子
力
発

電
工
作
物
で
あ
る
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百

六
十
六
号
。
第
四
項
、
第
五
十
四
条
及
び
第
百
十
二
条
の
三
に
お
い
て
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。）第
二
条

第
五
項
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

（
以
下
「
運
転
期
間
」
と
い
う
。）は
、
当
該
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
最
初
に
第
四
十
九
条
第
一
項
の
検
査
に
合

格
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
四
十
年
と
す
る
。

２

原
子
力
発
電
事
業
者
は
、
そ
の
発
電
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
、
前
項
の
四
十
年
を
超
え
て
発
電
用
原
子
炉
を

運
転
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
運
転
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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